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における役割についてはなお十分明らかで、なく，そ 体と糖類との関係を検べたところ，フォルスマン抗
の定量法についても検討すべき点が多いので 5-HT 体は d-Galactose，Lactose Ir.より抑制され，他の
の生物学的定量法について吟味を行った。検定材料 抗体は d-Galactose，Lactose，Laevulose Ir.より
としてはモルモット回腸，ラット大腸，ラット胃底 その作用を抑制されるととを見た。 
部などを用い， magnus法lとよりその感度を比較
検討したが，ラットの胃底部の縦走筋を使用する 
28. 解剖標本の国産樹脂による包埋
Vane法の変法が最も敏感でつねに 2ng/ccより低
。大谷克己，新井一夫，松本一暁
濃度の 5-HTIr.反応し，またつねに比較的均一な反
松本伊予子，大川治夫，久野恒一
応を示し，個体差も少く，ホJレモン投与，絶食など
(第 1解剖) 
の前処置を必要としない利点もあり， ζれらにより ζれまで報告され，また供覧された国産ポリエス
5-HTの生物学的定量法としては最も適当であると テル樹脂による包埋標本では，樹脂が黄色を呈し，
思われる。 また若干のにCりがあって実用品としては難点があ
るようにみえる。しかし，国産樹脂も使用法を改め
26. 小児耳下腺唾液 Na，K濃度に関する研究
。吉田 亮，山口利一郎(小児科)
れば充分に無色透明となり，演者が先に報告したア
メリカ製の樹脂l乙比して殆んど遜色のない標本がで 
4~12 才の健康小児 35 名托就きピロカ Jレピン刺 きる。使用法は，まずエポラック G200P(日本触
激前後夫々 30分間の耳下腺唾液を採取した。刺 媒)Ir.，触媒として M(日本触媒)またはパーメ
激前の平均流出量は 3.6cc，平均 Na濃度は 4.35 ック(理研合成)を 1%の割に加え，更に反応促進 
mEq/L，平均 K濃度は 28.2mEq/Lであった。ピ 剤とじて E (理研合成)を 0.15%及び KD(日本
ロカルピン刺激Kより流出量平均 (14.7cc)，Na濃 触媒)を 0.1%に混じて樹脂液をつくる。他方包埋
度(平均 22.9mEq/L)は著明に増加し， K濃度 のために型をつくり， ζれに，固定ののち，グリセ
(平均 17.3mEq/L)は減少する傾向にあった。尚之 リンないしこれに類する液及びア'セトンで処理した
等の変化は刺激後 15分にして最高に達し， 30分後 材料をのせて，上述の樹脂を注ぎこむ。こののち 1 
Kはほ Y刺激前の値比復帰した。次に 6~12 才の ないし 2週間をへて均等に少しの温度を加え，標本
急性腎炎患者 27名に就き同様の検査を試みたが， を型からとりはづす。
発病初期l乙はピロカルピン刺激による Na濃度の増 質問鈴木正夫(第1生理)
加は著明でなく，病勢の寛解と共Ir.，健康小児と同 触媒及び促進剤を選別方法は?
様l乙刺激後 Na濃度が増加する傾向が見られた。 応答大谷克己 
樹脂，触媒，反応促進剤は一組として販売されて
27. 植物性凝集棄の性状について
おりますが，一つの会社のそれらだけでは満足すべ
木村康，石坂明(法医学) き標本ができません。樹脂はA会社，触媒はB会社，
植物の種子，特に豆類の浸出液中に血球凝集素が 反応促進剤は C会社のものといったように樹脂，触
ある ζとは M. Jacoby (1901)の報告以来幾多の 媒，反応促進剤のもっともよいものを集めて，はじ
業績により明らかにされている。近年これら凝集素 めて無色透明でしかも廉価な樹脂槽本をつくりえま 守
のあるものには抗 A，抗 B，抗 0，抗 C，抗 M， した。 
抗 N 等が次々と発見され， 余等の教室l乙於ても先
年 Phaseolus vulgarisの浸出液中にフォ Jレスマン
29. 高血圧集団検診の研究(その 1)
抗体を見出している。また，これら植物性凝集素は 眼底所見について
血清中の正常抗体や免疫抗体と異って糖類によりそ
。新井宏朋，川上秀一，佐藤泰義
の作用を抑制されるととが明らかにきれており，血 多紀英樹，浦屋経宇(公衆衛生学〉
液型物質の化学構造を知る研究の一助とされてい 1) 我々は昭和 32年3月より現在までR.，各種
る。余等は Phaseolus vulgaris他 5種の豆の畏 の社会集団で約 3000名応対し精密眼底検査を主と
出液について人血球，各種動物血球との凝集反応を する高血圧，血管硬化集団検診を実施し，その成績
行い，フォ Jレスマン抗体と他の広い範囲で諸種血球 の一部は既に報告した。その結果，従来の検診でひ
を凝集する抗体とが存することを見たが，これら抗 ろく使用されている上時血圧測定，尿蛋白検査，心
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電図検査では眼底lζ異常ある者を適確にふるい分 
け，且つ程度分けする事の難かしい事が，ほ Y判明
した。 
2) 乙の問題を更に追及するため本年 7月8月に
都下某町で 40才以上の計 218名K対し眼底検査を
おζない眼底所見の分布を各種病変別に詳細に検討
した。
3) 更R，我々の現在までの成績より関東地区の
農民労働者とその子弟計 867名を抽出し，眼底異常
交叉現象の出現頻度を 10才より 80才まで年令別に
検討し，細動脈確化が何才頃から出現し，いかに経
過するかについて推論した。
質問石川 清(眼科)
1) 血圧正常群と異常群に於ける交叉現象の程度
の差は如何ですか。 
2) 乳頭の萎縮の認められた率はどの位ありまし
たか。
応答新井宏朋 
1) ，正常血圧群lこも Scheieの第3度に相当する
高度の交叉現像がみられた。ただし，血圧の変動性
よりして，その人々がはたして真に正常血圧者がい
たかは更に検討を要すると思われる。
2) 軽度の乳頭の萎縮は存在した。しかし，判定
基準K問題が多いので，今回は検討しなかった。
30. 高血圧集団検診の研究(その 2)
眼底所見と血圧の変動との関係について
新井宏朋， o川上秀一，浦屋経宇
佐藤泰義，多紀英樹(公衆衛生学) 
我々は昭和 33年 1月より長野県下伊那郡泰阜村
において高血圧健康管理を実施しているが， 1ヵ年
聞において得られ1.こ成績の中より眼底所見と血圧の
変動との関係について検討した。 眼底所見は Sch 
eieの分類によって分けた。 
1) 1年聞は常に最高血圧 150mmHg未満であ
った者は，常に 150以上の群及び 150を上下する群 
に比して眼底異常所見は少く，特に前者においては
高血圧無所見2度以上の者は殆んどなかった。
2) 細動脈硬化無所見が高度になるに従って血圧
の平均値は上昇する。
3) 眼底所見が高度になっても尚 1年間の血圧の
変動はかなり大で、あった。 
4)、季節別の血圧の変動については，冬期比やは
り血圧の高い者が多かった。
質問石川 清(眼科)l
Klith-Wagener分類或は Scheieの分類比致し
ましでも，未だ検討を要する点がある様ですが，特
K硬化度判定の規準が大まかすぎると考えます。 
従って或程度，硬化度を細分するのでなければ，
血圧の動揺性との関係を求める ζとは無理の如く考
えるが，此の点如何に考えますか。
応答新井宏明 
現今の眼底所見の分類方法について問題の多い事
は同感いたします。我々の眼底所見判定規準は既に
記述により，更に特に交叉現象については眼眼底写
真により発表しておりますので，原著を参照いただ
きたいと思し、ます。
更に硬化の程度を詳細に分けた検討につきまして 
は今後Kゆずりたいと思います。
31. 鈎虫卵検査法としての直接塗抹法と浮瀧集卵
法について
矢島ふき(公衆衛生学) 
現今広く普及している鈎虫卵検査法は，直接塗抹
法と浮瀞集卵法であって，両法の検出力K大きい差
があることは，従来の事例報告によって既に明らか
である。私は人及び、犬を被検対象として，その寄生 
鈎虫数の多寡lζ伴って，両法の検出力に差が生じる
点を詳細に検討し，浮排法は少数寄生例をよく検出 
し，塗抹法は一定以上層内虫卵密度があれば，確実
な検出力を発揮するととを明確にした。更lζ塗抹法
で検出することの可能な寄生限界鈎虫数の概算値を
推定した。而して鈎虫卵保有者のふるい分けには浮
j持法を用いるととが望ましいが，塗抹法をもってし
ても，厚生省衛生検査基準を留意して適用すれば，
発症の危険のある多数寄生者はふるい分けられる乙
とを指摘した。
32. 無菌海狽における大腸菌初感染の特徴
菅沼知久(衛生学〉
演者は衛生学教室に於て行っている無菌飼育実験
に関連し，特に大腸菌初感染海狽lζ於ける犬腸菌の
動向，生体反応の変化を収約し総括的な知見を報告 
したいと思う。
この報告では無菌飼育 20日目の海摂R，母獣由 
来大腸菌 M 1，(0-104) と人由来の大腸菌九 (10-'-
101)とを単独又は組合わせ投与した場合の成績を
もとにして考察を行ったものである。自然飼育海摂 
20日目のものに Mv F6 の 106~107 程度の大腸菌
を経口投与しても認むるべき変化を起きない。しか
